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1. 略歴 

 1986年3月  東京大学文学部国史学科卒業 

 1992年3月   東京大学大学院人文科学研究科国史学専攻博士課程修了 

 （1995年3月 博士（文学）学位取得） 

 1992年4月  東京大学社会科学研究所助手 

 1994年4月  東京大学教養学部助教授 

 1996年1-10月  ドイツ、ボーフム大学（Ruhr-Universitat Bochum）客員教授 

 1996年4月  東京大学大学院総合文化研究科助教授（大学院重点化による） 

 1999年10月  東京大学大学院人文社会系研究科助教授 

 2007年4月 同准教授 

  2012年8月   同教授 

  2012年8月-2013年3月 米国、イェール大学（Yale University）客員研究員 

 

2. 主な研究活動 

a 専門分野 

日本近代史 

b 研究課題 

 明治期の機械工業が元来の研究課題。新技術の導入が社会をどのように変えて行くのかという問題関心を中心に、

史料に即した明治・大正期の再検討を心がけている。 

c 主要業績  

(1) 著書 

共著、横須賀市、『新横須賀市史 別編 軍事』、横須賀市、2012.12 

(2) 論文 

鈴木淳、「官営工場と民間工場」、『講座明治維新』、8、135～163頁、2013.12 

鈴木淳、「官僚制と軍隊」、『岩波講座日本歴史』、近現代１、203～240頁、2014.2 

(3) 解説 

鈴木淳、「『大日本消防協会雑誌』解説」、復刻版『大日本消防協会雑誌』別冊、5～37頁、2013.9 

(4) 学会発表 

国際、鈴木淳、「Comparison of naval factory between Meiji Japan and Qing China」、REVISITING EAST ASIAN 

ECONOMIC HISTORY FROM A GLOBAL PERSPECTIVE、Yale University、2012.9.28 

(5) 教科書 

『詳説 日本史Ｂ』、笹山晴生、佐藤信、五味文彦、高埜利彦、執筆、山川出版社、2013 

『日本史Ａ』、高村直助、高埜利彦、執筆、山川出版社、2013 

 

3. 主な社会活動  

(1) 他機関での講義等 

セミナー、Yale University、「The Great Kanto Earthquake of 1923」、2013.2.1 

(2) 学会 

政治経済学・経済史学会、理事・編集委員 

日本産業技術史学会、理事 

日本歴史学会、評議員、理事（2012年7月まで） 

史学会編集委員（2013年6月まで） 

(3) 行政 

群馬県、群馬県世界遺産学術委員会委員 

 

 


